
 
 

 
 

 
 

  
                                                          
                                       

                                      
 

 

 

 

訓練中の救命索発射銃ゴム弾頭 

による損害事案の発生について 

  

 

 
 本市消防本部において、救助活動に使用するロープなどを発射する救命索発射銃の取り

扱い訓練中、近隣家屋等を破損する事案が発生しましたのでご報告いたします。 
 

 

記 

 

 

１．日 時  令和７年６月１７日（火）１４時３０分頃 

 

２．場 所  貝塚市鳥羽 鳥羽グラウンド内（貝塚市消防本部に隣接） 

 

３．内 容  救命索発射銃（高圧空気充填式）の取り扱い訓練中、ゴム弾頭がグラウン 

   ド敷地外に落下し、落下地点の一般住宅の窓網戸及び駐車中車両のボディ

ーを損傷させたもの（詳細な損害は調査中）。 

  

４．原 因  リードロープを接続しないまま発射したことにより、想定より飛距離が 

       長くなったものと考えています。 

       人的被害はなし。 

 

５．対 応  所轄警察署に届け出るとともに、関係者に謝罪の上、損害状況を確認しま

す。 

 

６．今後の対策 全署員に対し、操作手順及び確認作業の再徹底を行います。 

 

 ７．消防長（上野 隆二）コメント 

      今後このような事案が発生しないように職員に再発防止を徹底し、市民から 

      の信頼回復に努めます。 

 
 

 

 

 
報道提供資料 

 

令和７年６月１８日 

問合せ先 消防本部 警備課 
     ℡ 072-422-9202 
          担当：山内・西村 

貝塚市 
総合政策部 魅力づくり推進課                                          
広報・シティプロモーション担当 
藤木・遠藤 
TEL:072－433－7059 
FAX:072－433－7233 
 


